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早
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渉

の

動

向

に

因

み

鎌

kb-
局

昇

内

一
、
序

ニ
、
貨
幣
債
値
不
援
の
但
克

三
、
領
特
同
盟
動
主
資
産
評
偵

回
、
費
用
配
分
の
顎
貼
と
資
産
更
新
の
概
貼

王
、
担
済
皐
唱
と
脅
計
開
学
の
交
流
の
限
ur

六
、
貨
符
勝
民
力
罰
控
の
恨
荒

七

、

若

干

の

附

記 容

経
掛
閥
単
と
合
計
早
と
が
相
互

K
交
渉
を
も
ち
、
そ
の
成
田
市
を
阪
牧
し
あ
う
こ
と
の
必
要
は
ず
子
に
早
く
か
ら
一
郊
の
皐
者
に
よ
っ
て

曾
計
畢
と
経
済
率
と
り
交
捗
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合
計
事
k
経
稗
閉
阜
、
と
の
交
渉

強
調
さ
れ
℃
来
た
品
、
乙
白
二
つ
の
皐
問
領
域
は
、
永

b
く
の
問
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
を
異
に
し
亡
い
た
し
、
相
互
の
研
究
成
果
に
注
意

を
抗
う
己
と
も
少
か
っ

ho
こ
の
よ
う
た
波
交
渉
の
過
程
を
終
え
て
、
経
済
墜
と
合
計
皐
と
の
交
流
が
具
閥
的
に
成
立
し
始
め
た
の
は
、

今
吹
田
大
戦
士
一
つ
り
契
機
と
し
て
H
た
。
い
わ
ゆ
る
一
位
曾
合
計
(
言
邑

R
B
S
E巴
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
来
た
こ
と
は
そ
白
一
つ

ω
現
れ
て
あ
る
。
そ
の
意
味
て
は
舵
曾
曾
計
と
そ
経
済
開
宇
と
合
計
墜
の
結
節
黙
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
も
、
必
ず
し
も
誇
穏
と
は
い
え

第
七
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三
谷

ブL

第

量定

~ ノ、

な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
言
う
ま
で
も
左
く
、
』
川
合
品
目
計
白
方
法
は
、
正
と
し
て
経
済
患
者
白
側
か
ら
長
初
に
提
唱
古
れ
た
。
す
た
わ
ち
園
民
附
得
分
析

を
中
心
と
し
て
最
近
念
謹
に
進
歩
し
た
理
論
経
済
問
畢
白
成
果
を
、
現
貨
の
園
民
経
済
の
A
I
析
ゐ
よ
び
経
済
政
策
白
決
定
に
利
用
す
る
に

あ
た
っ

τ、
経
済
循
環
の
概
念
園
式
を
作
り
上
げ
、
理
論
と
統
計
資
料
と
の
架
橋
を
行
う
た
め
に
一
回
台
合
計

ω方
法
が
考
案
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
で
は
首
然
に
担
論
経
済
摩
者
白
イ
一
一
シ
ァ
チ
グ
ゼ
仕
事
が
進
め
ら
れ
る
形
に
た
っ

τい
た
。

し
か
し
経
済
事
と
曾
計
墜
と
の
交
流
と
い
う
と
き
、
単
に
こ
の
よ
う
在
世
曾
曾
計
白
方
法
の
成
立
陀
見
ら
れ
る
ご
と
き
、
理
論
経
済

開
唱
の
側
の
イ
ニ
シ
ァ
チ
ず
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
品
目
計
開
学
モ
れ
自
胞
の
う
ち
に
も
モ
の
よ
う
た
要
求
が
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
己
と
を

見
落
し
て
は
左
ら
左
h
r
Q

し
た
が
っ
亡
、
経
済
墜
と
脅
計
撃
の
相
互
白
交
渉
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
佐
倉
合
計
諭
の
場
よ
り
も
、
も
っ

と
庚
hv
場
に
お
い
て
問
題
に
さ
れ
ね
ば
た
ら
た
い
り

h
ま
曾
計
皐
そ
れ
閏
櫨
む
う
ち
か
ら
生
れ
た
要
求
と
い
う
表
現
を
使
っ
た
が
、
そ
れ
は
従
来
の
合
計
皐
白
基
礎
に
あ
っ
た
諸
前
提
士

再
検
討
し
よ
う
と
加
う
機
運
て
あ
る
。
特
に
そ
れ
が
一
九
四

0
年
代
以
後
に
お
け
る
急
激
な
債
格
上
昇
K
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
こ
と
は

「
各
合
計
期
に
づ
い
て
所
得
を
正
し
く
決
め
る
こ
と
が
、
合
祉
の
一
般
曾
計
報
告
の
も
づ
と
も
重
要
友
、

否
め
な
い
が
、
ま
た
他
国
、

単
一
白
目
的
て
あ
弘
」
と
い
う
事
が
次
第
に
認
識
さ
れ
、
所
得
(
企
業
所
得
)
の
正
確
な
把
握
の
た
め
の
努
カ
が
傾
注
さ
れ
始
め
た
こ
と



に
間
隠
し
て
い
る
。

そ
し
て
こ
山
一
工
う
な
傾
向
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
他
な

b
ぬ
経
桝
閥
単
と
舎
計
墜
と
の
交
流
て
あ
る
。

し
た
が
っ
て
経
済
型
と
や
計
事
と
の
交
流
を
問
題
に
す
る
と
き
、
経
済
的
昨
干
の
側
に
イ
ユ
シ
ナ
チ
ず
の
存
在
す
る
一
肱
品
出
合
計
だ
け
を
採

上
げ
て
問
題
に
す
る
白
は
不
充
分
で
あ
る
。
合
計
感
心
側
か
ら
の
努
力
に
つ
い
て
も
充
分
な
注
意
を
胡
わ
ね
ば
な

b
な
い
。
私
が
い
ま

経
済
皐
と
ん
曾
計
墜
と
心
交
捗
を
問
題
に
し
つ
つ
、
来
干
白
問
題
に
考
察
を
胡
沿
う
と
す
る
白
も
、
も
つ
ば
ら
一
己
む
よ
う
た
親
知
よ
か
ら
で

あ
る

a

ω
例
え
ば

H
『

H凶

V
5
1
r
h
E
h
z
h
q
p
L、刊号、

E
え

bBus-DH呂田、

]VH邑

ω
H
国・

P
E
E
P
-
-
h
n
h号
、
誌
な
も
¥
h
n
E
S
N
R
R
3
λ

守
主
主

A
S官
、
句
弐
与
E
ミ
思
考
い
コ
雪
、
F
H
C
M
F
℃

2
0・

同

J
4
4
『
円
。
。
uο
♂目。。回目]〉
R
o
E
Z
H百
二
百
回
目
武
門
戸
吾
U
E
旨
E
E
E田町阿
O『F
E
U
A
R
E注
者
同

5
2・
7]可
H
m
B
目
標
屈
は
加
賀

に
と
の
乙
と
を
抑
一
一
日
目
ソ
て
い
る
。

川
阿
世
官
人
骨
計
論
に
づ
い
て
段
別
の
概
背
に
か
な
り
詳
し
い
サ
1
N
Y
J
q
l

を
行
円
ノ
た
。
「
社
官
官
計
」
(
東
洋
経
済
新
報
冊
、
経
静
挙
事
典
、
近
刊
)

ω
と
の
よ
う
な
見
解
が
、

Z
E
E
-
E
z
z
a
〉
B
E
E
E
の

P
O
P
E
E
Z
E
〉
R
O
E
-
E
m
F
R
E
B
に
土
っ
て
採
用
さ
れ
た
の

は
一
九
三
八
年
目
と
1

乙
で
あ
っ
た
。
札
口
営
者
ミ
南
町
、
言
曜
と
戸
1
h
E
N喜
号
』
君
、
遠
山
問
。
百
円
円
。
同

Z
E〕、

D
B
d官
自
国
協
同
日
3
F
S
B
5

5
日
同
(
以
下
町
、
言
者
N
4
5一wpnhSD
左
略
記
し
て
引
用
す
る
U

ま
ず
イ

γ
プ
レ
ー
す
ヨ
Y

に
よ
る
債
格
上
昇
に
直
面
し
て
合
計
墜
に
加
え
ら
れ
た
麹
容
と
い
う
黙
を
採
上
げ
よ
う
。
周
知
白
ご
と
〈
、

第
一
は
貨
幣
慣
値
不
挺
の
仮
定
(
自
o
E
z
q
官
民
戸
]
号
)
、
第
二
は
企

業
永
債
の
仮
定
(
官
m
Z
E
Z
O同日
uoE5ロ
E
E
)、
第
三
は
質
現
の
保
定
ハ
E
]
E
E
B
旬。
ω
宮
古
ou
と
hv
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
@

従
来
の
合
計
製
は
大
要
二
二

J

の
基
木
的
た
前
援
に
立
っ
て
い
た

と
れ
ら
の
そ

曾
計
昌
平
と
紹
湾
墜
と
の
交
静

第
七
十
三
省

九

事

援

七



骨
計
事
と
経
湾
凪
午
と
の
交
世

第
七
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四

第

欝

/、、

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
検
討
を
梯
う
白
は
い
ま
営
面
白
問
題
て
は
た
い
。
芸
賞
り
第
一
の
貨
幣
債
値
不
時
盟
白
保
定
に
つ
い
て
の
み
考
察
を
準

「
貸
幣
単
位
白
慣
値
白
便
化
は
た
い
も
の
と
想
定
す
る
」
と
い
う
黙
契
て
あ
る
@

し
た
が
づ
て
昨
今
の
ご
と
さ
は
げ
し
い
債
秘
境
動
に
直
面
し
て
は
、
こ
の
仮
定
の
再
検
討
が
問
題
に
さ
れ
る
の
も
営
然
と
加
え
上
九
。

め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
己
心
仮
定
は
一
言
に
い
え
ば
、

具
閥
的
に
い
う
と
、
貨
幣
償
値
不
獲
の
仮
定
は
、
固
定
安
産
包
括
品
目
。
訴
)
長
よ
ぴ
棚
卸
資
産

0
2
E
z
q
)
白
評
僚
に
表
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
黙
に
言
及
す
る
ま
え
に
ま
ず
念
の
た
め
に
、
固
定
資
産
と
棚
卸
資
産
の
意
味
に
つ
い
て
一
言
説
明
し
て
お
こ
う
。

固
定
資
産
に
つ
い
て
は
特
に
説
明
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
棚
卸
資
自
民
と
い
う
り
は
、
有
形
財
ゼ
、

ω販
賓
の
た
め
白
手
持
ち
、

ω生

産
過
程
白
仕
掛
品
安
。
井
百
官
。
8
8
u
問
。
。
岳
E
官
。
-nom
凶
〉
、
明
生
産
に
使
用
す
る
た
め
の
手
持
ち
り
す
べ
て
を
令
ん
て
い
白
羽
し
た
が

っ
て
企
数
手
持
ち
の
有
形
財
の
う
ち
減
債
償
却
を
必
要
と
す
る
固
定
資
産
以
外
の
も
り
は
す
べ
て
こ
れ
に
入
る
と
見
て
間
遣
は
な
い
。

要
す
る
に
企
業
手
持
白
財
貨
〔
す
た
わ
ち
貸
借
掛
照
表
の
借
方
に
記
載
さ
れ
る
有
形
財
)
の
う
ち
、
減
債
償
却
を
必
要
と
す
る
も
の
が

固
定
資
産
て
、
滅
債
償
却
を
必
要
と
し
た
い
も
O
が
棚
卸
資
産
て
あ
る
と
い
ワ
て
も
差
支
え
は
な
い
。
理
論
経
済
閣
γ

心
分
野
て
、
企
業

手
持
も
の
財
貨
主
ナ
イ
て
資
本

74Eσ
も
し
く
は
資
本
設
備

(
E
Z巳

2
5℃
E
E
)
と
定
義
し
、
こ
れ
を
流
動
資
本
(
]
五
ロ

E
E明言])・

経
皆
資
本

(
3正
品

E
1
5
・
問
中
y-
資
本
(
宮
島
。
苦
E
〕
の
一
一
一
つ
に
分
け
る
川
、
棚
卸
資
産
は
こ
の
う
ち
前
二
4
4
に
あ
た
る
ロ
す
た

¥
わ
ち
先
の
棚
卸
資
産
の
定
義
に
お
い
て
、

ωが
流
動
資
本
に
、

ωわ
よ
び
仰
が
経
皆
資
本
に
あ
た
る
わ
け
ぜ
あ
る
。

き
て
在
来
の
企
業
合
計
に
お
け
る
原
則
的
取
扱
い
に
よ
る
と
、
固
定
資
産
に
づ
い
て
も
棚
卸
資
産
に
つ
い
て
も
、
い
ず
れ
も
原
債
主

義
ハ

2
5
Eウ
が
採
用
せ
ら
れ
、
と
く
に
棚
卸
費
産
許
債
の
場
合
に
は
企
業
財
務
の
安
全
性
白
顧
慮
か
ら
低
傾
主
義
〔
g
一拝。円日記、

rF
主
古
岳
9
4
z
z
z岡
宮

E
口
町
一
一
言
。
円
。
日

E
比

2
5
P
L
n
o
h

官
M
U
2
1
0
)

の
採
用
せ
ら
一
れ
る
と
と
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
う
ち
、

低
債
主
義
は
安
全
性
の
願
癒
を
充
し
は
す
る
が
、

L
よ
ぜ
ん
便
宜
主
義
的
て
論
理
的
貫
性
を
持
っ
て
治

b
ず
、
成
果
計
算
の
た
め
白



評
債
に
は
極
め
て
不
充
分
な
も
む
と
見
ら
れ
て
い
い
。
し
た
が
っ
て
在
来
白
遁
設
に
工
れ
ば
取
件
原
債
守
口
問

E
-
g切
る
の
歴
史
的
記
録

か(
o •. 
年旨
ノセ E 

定 E
ιヨ タh

主巳
五2
め ノ

た内
生flj 主

会高
波竺
J首ヲ丁

i責主
まH しノ

を iJ~
行坦
九 説
五 日夕
レ3 ふレ、

久 扱
わ い
がつ号
k ー

ォミ あ
J つ
£ ナミ
円十

た
胡Eゎ
卸ち
資

言甲
つ手

2量
は議

合
に
は
取
得
原
慣

口
別
法

(
E
Z
A

F
0
3
・
先
入
先
同
法

(
E
E
E
m
E
E
J
g
F
o
p
E司
S
・
平
均
原
償
法
(
仰
ぎ
の
同
日
間
m
g
R
M
U
Z
Z
3
な
ど
の
方
法
が
遁
用
さ
れ
て
い
た
。

債
格
掛
型
化
が
ほ
と
ん
ど
採
る
に
足
ら
ぬ
よ
う
た
欣
態
の
下
ぞ
は
こ
れ

b
の
方
日
間
て
問
題
は
な
か
っ
た

u

第
三
攻
大
時
を
契
機
と
す
る

債
格
イ
ン

7
v
l
y
ョ
ン
の
殻
生
は
、
首
然
に
従
来
の
一
方
法
す
な
わ
ち
貨
幣
債
値
不
獲
の
前
提
に
た
つ
方
法
に
射
し
て
反
省
の
機
運
を

作
フ

τ
い
つ

ho
そ
し
て
と
く
に
モ
の
よ
ろ
な
機
運
が
閣
民
経
済
を
介
析
劉
象
と
す
る
迎
論
経
済
率
ー
と
の
受
渉
陀
よ
っ
て
促
進
さ
れ
、

主
た
逆
に
理
論
経
済
率
と
の
交
渉
を
深
め
て
い
っ
た
と
と
は
否
定
出
来
な
h
と
思
う
。

)
 -

)
 

2
 冒

g
c
m
B
Z
P
5
8
u
℃
回

同
州
円
。
旨
臣
官
。
。
回
〉
n
g
E
E口問

p
c
R
E
5
F句
、
喜
一
詩
草
吉
見
回
宮
ミ
芯
弐

h
s
gヘs
h
h
R
a
s
h
b
h
Nた
与
三
〉
。
。
。
己
ロ
CP四
回
g
E
R
Y

出戸}』ぬけ
E

Z。
中
日
出
沼
、
旬
日
叶
(
以
下
旬
ミ
E
旨
ミ
ミ
ミ

S
E
h
N
5
3
と
附
記
L
て
引
川
す
る
の
〉

ω
戸
再
開
白
河
口
町
川
、

A
1
Z
E足
2NP-hE去
さ
】

F
E
S
U

【

V
H
U
∞

切
棚
卸
評
慣
に
つ
い
て
原
慎
主
義
か
ち
慨
債
主
義
へ
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
回
出
口
E
ロ百四
i
N
V
F
日V
N
E

M
W

県
津
清
「
脅
計
四
平
」
(
千
宕
呑
房
、
昭
和
十
二
年
以
二
三
六
頁
。

的
も
ち
ろ
ん
第
一
次
大
域
を
契
機
と
す
る

E
忠
明
向
。
再

5
4
E宮
内
司
自
立
ぎ
白
を
推
服
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
山
戸
者
〉

F
P
S
E仏
巧
・
〉
・

同

M
P
E
P
一「一同也

λ
aミ
hnERwbdwぷ
F]Fhw回
目
沼
》
斗
凶
イ
比
一
-

江
村
稔
「
企
業
利
益
と
そ
の
測
定
」
(
曾
計
、
昭
和
二
十
七
年
七
月
υ

一
四
頁
。
な
お
ア
メ
U
J

力
の
曾
計
畢
に
つ
い
て
は
ミ
ッ
チ
ェ
ル
ミ
の
他

九
註
ぷ
吋
刷
、
内
町
、
再
屯
♂
句
目
。
・

唱

〉
'
H
l
p
E
b
E品
〉

n
E
R
-
2
Q
3
Aお
b
R
Z
S
R官
辺
、
も
む
と
守
Q
b
h
h
h喜
一
宮
崎

hさ
え
号
へ
な
・
旨
HH52pロ
〉
AUOBEE同
〉
広
告
白
roM

(8) 

曾
計
且
平
と
経
済
同
学
1
ζ

り
交
渉

第
七
十
三
春

ブι
五

第

i虎

九



合
計
事
正
終
済
閣
中
と
の
交
前

第
七
十
三
者

九
六

策

部

O 

の
景
試
循
環
前
山
影
響
が
報
U

山
け
さ
れ
て
い
る
。
台

22ehN占
一
口
町
迫
害
時

h-vs

吉
て
企
業
利
益

(
F
5
2
古
品
。

T
な
わ
ち
企
設
所
得

9
5日
協

E
E
B必
の
測
定
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
総
牧
入
と
費
用
を
ど
う
許

領
す
る
か
は
概
め

τ主
要
な
問
題
で
あ
る
。
と
く
に
費
用
の
側
は
許
債
の
仕
方
が
一
義
的
て
な
い
か

b
、
そ
の
で
一
要
性
は
特
に
大
き
い
。

棚
卸
資
産
を
ど
り
よ
う
に
評
償

F
る
か

ω

ま
た
固
定
資
産
白
減
債
償
却
を
ど
う
計
上
す
る
か
@

こ
れ

b
の
問
題
が
、
と
く
に
債
格
受
動

と
り
に
ら
み
合
せ
に
壮
い
て
主
要
硯
さ
れ
る
に
一
主
っ
た
心
は
け
だ
し
営
然
と
い
え
よ
う
。

取
得
原
債
を
も
と
に
し
て
角
計
島
理
主
行
う
従
来
白
方
法
に
上
る
と
、
慣
格
よ
昇
D
場
合
に
は
企
業
利
貸
金
過
大
評
償
し
、
債
格
下

落
の
場
合
に
は
企
業
利
徒
全
過
少
評
慣
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
く
に
問
題
に
な
る
の
は
償
格
上
昇
の
場
合
て
あ
る
が
、
こ
の
場
合
、
以

九
聞
の
低
い
原
債
で
許
債
さ
れ
た
棚
卸
資
産
ヤ
「
固
定
資
産
白
減
慣
償
却
」
が
生
産
原
債
と
し
て
計
上
さ
れ
、
利
径
を
過
大
に
測
定
す
る

乙
と
に
な
る
。
貨
幣
錨
E
Z
ハ
自
己
円
。
で
}]EEろ
に
よ
っ

τ架
空
の
利
益
が
計
上
ざ
れ
、
賃
貸
上
陥
配
首

(
E
正
S
白
。
己
品
目
門

005
が
行
わ

れ
た
り
、
名
目
利
益
誠
税
が
問
題
忙
な
る
の
は
こ
の
よ
う
な
欣
況
に
劃
臨
し
て
い
る
。
ス
タ
ン
ス
は
償
格
制
流
動
の
影
響
を
考
ば
す
る
こ

と
の
必
要
性
を
次
の
諮
項
目
に
分
け
て
設
明
し
て
い
る
。

別
損
議
計
算
書
に
記
載
さ
れ
る
す
べ
て
の
金
額
が
同
じ
時
期
の
貨
幣
債
値
て
表
現
さ
れ
な
い
限
り
、
純
所
得
は
歪
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。ωと

く
に
棚
卸

J

資
産
や
固
定
資
産
臼
ご
と
く
、
し
ば
し
ば
貨
幣
の
購
買
力
の
あ
る
水
準
て
購
入
さ
れ
、
貨
幣
心
購
買
カ
が
資
質
的
に

礎
化
し

τか
ら
一
寅
却
も
し
く
は
使
用
さ
れ
る
財
貨
に
お
い
て
は
、

牧
読
(
お
4
8
0
2
)
心
質
現
ず
る
時
の
質
際
の
貨
幣
水
準
に
調
薬
せ
ね



ば
、
営
業
活
動
に
関
す
る
負
持
額
は
遁
首
忙
測
定
さ
れ
な
い
か

同
開
貨
幣
債
値
心
餐
化
に
封
す
る
調
整
を
行
い
つ
一
つ
所
得
を
測
定
し
た
い
と
、
イ
ン
フ
レ

l
シ
ョ
ジ
の
時
期
に
は
、
名
目
的
に
利
益
の

あ
る
ピ
ジ
、
ネ
ス
に
と
っ
て
も
、
寅
際
上
資
質
資
本
の
喰
潰
L
2
0
E
o
Z口
開

E
工
者
E
)
忙
な
づ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

川開
w
f
白
坊
の
所
得
を
う
ま
く
修
正
し
な
い
と
と
の
結
果
と
し
て
、
租
税
の
不
平
等
・
不
常
在
規
制
政
策
・
誤
っ
た
投
資
決
定
中
な
ど
が

起

p
、
賃
銀
h
S
よ
び
慣
格
の
一
決
定
・
間
賞
政
策
の
決
定
た
ど
に
闘
し
て
経
皆
上
不
利
た
立
場
に
た
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
白
よ
う
な
見
解
に
劉
L
て
は
、
債
格
制
使
勤
の
調
整
は
不
必
要
で
あ
る
と
す
る
反
割
論
も
あ
る
。
し
か
し
7
メ

H
カ
品
目
計

摩
府
内
心
大
勢
が
債
格
調
整
を
必
要
と
み
る
見
解
の
方
へ
勤
吉
づ
っ
あ
る
と
と
は
A
A
A
の
プ
ロ
ポ
ザ
ル
が
、
部
分
的
に
は
廃
史
的
な

ド
ル
費
用
に
よ
る
決
骨
諸
茨
心
作
成
を
認
め
つ
つ
も
￥
他
方
強
力
に
債
格
水
準
時
四
勤
に
潤
す
る
調
整
を
提
案
し
て
い
る
と
と
に
よ
っ
て

知
る
と
と
が
出
来
る

Q

例
名
同
利
錠
刑
問
祇

E
債
務
者
利
銭
円
開
保
に
づ
い
て
、
伊
藤
長
正
「
貨
幣
慎
慌
楼
動
修
正
骨
計
」
ハ
合
計
、
昭
和
二
十
八
年
八
月
漉
V

四
四
頁
以

下
参
照
O

L

て
と
で
は
雨
者
在
比
較
封
服
し
つ
つ
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
個
別
企
業
に
奥
え
る
符
央

r
つ
い
て
興
味
あ
る
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。

凶

宮

図

書

E
♂

〉

〉

〉

3
0吉
凶
島
黒
白
可

E
E
E
日
居
間
E
E
E
ロ
E
E四
Z
F
2
2
u
a
円
E
口
問
色
白
旨

E
E
E口
問
・
も
寄
託

A
刊

hnEE苦悩岳町、
L
E
E回
目
沼
町
田
・

同
w
昌
国

E
P
E一
昼
、
~
・
℃
閉
山
・
な
お
ス
タ
ン
ス
は
こ
の
論
丈
の
脚
世
に
、
と
れ

ι賛
否
雨
前
に
り
い
て
の
文
献
を
か
な
り
網
羅
的
に
あ
げ
て

いる。

川
刊
〉

E
g
n
g
〉
日
。

E
Z四
〉

a
R
E
S
P
吋
ロ

R
H
h
Z
]
口

F自
由
自

E
品
目

E
Z
E
山

ERHHHEFHミ
号
沿
邑
弐

A
E
S
S呂
F
D
E
円C
G
H

な
お

こ
の
年
四
円
宮
内
。
目
白

5
2
S
円。

z
m
m
z
z
-
E
E色
白
骨
。

h
F
O
〉
旨

E
n
E
〉
日
自
己

E四
〉
ω
巴
江
戸
内
百
回
目
メ
ン
バ
ー
は
、
唱
の
お

E
E

令
官
o
p

問。

3
・
↓
冨
国
H己
三

円

斗

)

u

口

出

E
E
E
(巧
占
5
口
Y

H
・
F

F
ロE
B
(
d
a
E
E骨)・

ω・
〈
・
盟
主
ロ
一
一
周
回
(
官
。
号

曾
計
皐
〉
一
経
済
皐
ー
と
の
交
捗

第
七
十
=
一
審

ゴL
七

第

是虎



曾
計
昌
平
一
と
蜘
料
開
畢
E
の
交
世

第
七
十
=
一
容

九
八

官事

蹟

当
官
官
ロ
閏
)
u

日

夜

門

医

E
E
H
N
(司
。
h

h
丘
F
F
Y
出
・
国
-
m
g
E
(〉
-mME晶
君
口
E
E
待
口
。
〉
で
あ
一
り
た
。

四

こ
む
よ
う
な
舎
計
島
内
部
て
白
問
題
に
封
し
て
、
新
し
い
角
度
か
ら
光
を
投
じ
た
む
は
瑠
論
経
済
的
平
か

b
の
影
響
ゼ
あ
る

a

企
業
所

得
の
測
定
士
合
計
墜
の
中
心
問
題
に
置
く
よ
う
に
た
づ
た
己
と
白
闘
に
す
ゼ
に
そ
臼
影
響
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
モ
白
熱
は
い
ま

鯛
れ
た
い
。
瑚
論
経
消
撃
の
領
域
て
、
所
得
と
か
減
債
償
却
と
か
費
用
と
か
が
問
題
に
な
る
場
合
、
何
ら
か
の
意
味
ゼ
そ
の
質
質
債
格

が
問
題
に
た
る
と
と
が
多
い

U

た
と
え
ば
減
債
償
却
が
問
題
に
な
る
と
き
、
合
計
皐
者
の
基
本
的
な
観
黙
が
費
用
の
因
分

(gω
作品。
E白

骨

5
る
に
あ
る

D
K
討
し
て
、
経
済
説
者
の
基
本
的
危
観
黙
は
固
定
資
産
の
更
新

(
B
1
R
B
E
C
に
置
か
れ
る
と
と
が
多
い
。
換
言
す

れ
ば
、
経
済
摩
者
が
必
要
と
す
る
の
は
し
ば
し
ば
賢
質
的
に
い
〈

b
白
資
本
が
治
耗
さ
れ
た
か
と
い
う
賄
て
あ
令
。
グ
ラ
イ
ン
が
計
量

経
済
問
申
の
観
賄
か
ら
、
減
傾
償
却
の
合
計
記
録
に
謝
し
て
、

て
い
な
い
か
ら
、
モ
れ
は
明
か
に
不
充
介
な
も
心
て
あ
ム
し
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
た
経
済
酎
学
者
と
合
計
皐
者
心
温
い
を
卒

「
ビ
ジ
ネ
ス
白
記
録
は
計
量
経
済
問
中
者
が
本
官
に
知
り
た
い
己
と
を
示
し

直
に
表
明
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

と
己
て
注
意
し
た
い
己
と
は
、
一
冗
来
合
計
事
者
が
問
窟
に
し
て
い
た
も
の
が
、
帳
簿
上
白
貨
幣
償
値
で
あ
っ
た
の
に
封
し
て
、
女
第

に
賢
質
的
な
財
貨
そ
の
も
白
の
動
き
に
注
意
が
モ
そ
が
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
り
、
モ
れ
が
-
面
に
は
理
論
経
済
皐
者
と

つ
資
本
と
い
う
の
は
貨
幣
な
む
か
、
財
貨
な
り
い
山
」
と
い

む
交
流
に
よ
っ
℃
得
ら
れ
た
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
鮪
て
あ
る
。

う
疑
問
が
曾
計
皐
者
K
よ
っ
て
設
定
さ
れ
始
め
た
と
い
う
己
と
は
明
か
に
こ
の
事
賢
を
物
語
っ
て
い
円
る
。

己

ーの
定己
のと
方 に
法照
て 慮
定 し
め て
た
額 減

慣
償
却
の
万
法
も
時
型
化
し
て
来
た

q

歴
史
的
原
慣
(
官
官
ロ
E

E
。
と
し
て
の
取
得
原
債
を
も
と
に
し
て
、



り
償
却
を
行
う
車
問
系
山
方
渋
に
代
っ
て
、
再
取
得
原
慣
に
封
ず
る
償
却
(
3
F
E
Z己
E

二喜岡
R
E
E
)
白
方
法
が
唱
え

b
れ
た
り
、
修

正
原
慣
に
よ
る
滅
債
償
坤
公
奇
B
E
C
P
S
宅
官
E
邑
。
ロ
〉
の
方
法
が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
と
り
ょ
う
た
動
き
の
哀
れ
と

hv
え
る
で
あ
ろ
う
a

モ
し
て
特
に
住
闘
す
べ
き
こ
と
は
、
更
新
と
い
う
こ
と
が
舎
計
塵
者
の
聞
に
女
第
に
減
債
償
却
の
意
義
と
し
て
認
め

b
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
来
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば

F
l
ル
は
「
更
新
の
考
え
方
に
謝
し
て
は
、
こ
の
命
題
、
す
な
わ
ち
減
債
償
却
は
再
取
得
原
慎

(
現
在
も
し
く
は
賂
来
に
お
い
て
獲
得
す
る
と
き
白
骨
格
)
を
も
と
に
し
て
算
定
す
る
白
で
あ
っ
て
、

コ
ス
ト
(
取
得
の
と
き
の
債
椅
υ
を
も
と

に
し
て
算
定
す
る
の
て
注
目
「
と
円
う
命
題
が
、
経
済
墜
者
と
合
計
撃
者
と
白
聞
の
相
違
賄
ゼ
あ
る
と
い
う
の
は
不
正
確
で
あ
る
。
乙
の

己
と
を
め
ぐ
っ
て
、
双
方
の
グ
ル
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
に
凡
打
れ
て
い
ら
」
と
述
ベ
て
い
る
が
、
己
の
己
と
を
か
つ
て
の
取
得
原
債
主

義
が
支
配
的
で
あ
っ
た
合
計
出
晶
子
の
質
情
と
比
較
す
る
と
き
、
合
計
墜
と
経
済
問
哩
白
接
近
の
顕
著
な
己
と
の
例
詮
と
見
得
る
で
あ
ろ
う
。

F
H
μ

同
E
♂

h
E
E喜
n

E
員
、
昔
、
右
耳
号
、
h
R
q
s号式

h
b
E
e
H
U
N
H
H
U
A
H・口。
1
2
n
o自
E
U開。口出。目。
m
H
4
r
z。
口
-
E
8・

1
 

M
M

戸
同
日
・

同
国
・
同
国
S
P弁
当
宮
斤

K
P
5
4
r
口。
E
m
宮

司

ω

品
。
旦
ロ
nfoS自己
5
D
L
H
D
n
g自
o
r
h一ロ
E
n
t
s
r
p民
o
p
L
E号
、
唱
え
大
与
吉
野
草
お

主
冨
日
号

H
u
a
w
匂

目

。

H
・

ω
旬、

2
5
3ミ

zi-百
3
2

与
え
見
事
号
、
、
。
お
礼
尚
一
一
通
号
、
ぷ
句
寸
叫

H
H
h
口。

z・
44宮内、
E
4
〔
何

O
O
E
E告
)
印
』
〉
げ
言
"
司
m(kpnnoEEPE4
・
b
号
ミ
ミ
弐

h
n
h
Eミ
宮
内
F
A唱
-HUUG冶
℃

ロ

凶

(4) {5i 

官
計
畢
k
経
済
閣
苧
1c
の
交
持

第
七
十
三
巻

ブL

プL

第
二
競



曾
計
四
宇
Lr

」
経
神
間
宇
と
の
交
静

第
七
十
三
者

O 
O 

第
二
時
制

回

五

己
の
場
合
に
も
、
経
済
事
と
舎
計
撃
の
交
流
に
一
定
の
限
界
心
あ
る
己
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
@
更
新
を
問
題
に
す
る
と
き
、
新
し

〈
購
入
さ
れ
る
固
定
資
産
が
以
前
白
も
の
と
同
一
種
類
の
も
の
ゼ
あ
る
場
合
に
は
問
題
が
友
H
Q

然
し
多
〈
白
場
合
、
新
し
い
固
定
資

産
は
以
前
の
も
の
よ
り
性
能
が
良
か
っ
た
り
、
デ
ザ
イ
y
が
同
盟
っ
て
い
た
り
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
経
淵
開
閉
甲
者
は
と
の
よ
う
な
場
合

を
も
何
ら
か
の
形
て
考
慮
に
入
れ
よ
う
と
す
る
が
、
合
計
皐
者
は
こ
れ
を
探
入
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
経
済
草
者
は
現
在
ま
で
の
債

格
醐
盟
動
を
考
慮
す
る
白
み
で
た
く
、
将
来
の
更
新
の
時
主
て
に
起
り
得
ベ
さ
債
格
品
開
動
陀
封
し
て
鼓
想
。
日
官
亘
書
量
)
を
立
て
る
。

ま

た
経
済
摩
者
は
現
貨
に
起
っ
た
費
用
白
み
左
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
機
舎
費
用
(
。
百
円
Z
E
々
g
ろ
ま
で
も
問
題
に
し
よ
う
と
す
る

Q

と
れ

ら
の
賄
は
い
ず
れ
も
脅
計
皐
者
の
逗
常
の
思
考
方
法
と
か
な
り
の
距
り
の
あ
る
射
で
あ
る

Q

ド
ー
ル
が
「
更
新
は
来
来
に
謝
す
る
投
機

令
官
戸
↓
P
Z
S
)

て
あ
る
」
と
指
摘
す
る
む
段
、
経
済
墜
者
の
上
越
の
ご
と
害
見
解
に
劃
す
る
曾
計
製
品
骨
の
感
織
を
最
も
端
的
に
示
し
た

も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
た
経
済
態
と
時
間
計
壊
と
白
取
扱
い
の
相
遣
を
、
前
者
が
し
ば
し
ば
展
撃
的
公
。
耳
目
包
]
。
。
E
品
)
て
あ
る

白
に
射
し
、
後
者
が
も
づ
ば

b
回
顧
的

(
Eゎ
rdE己
E
E
Pち
で
あ
る
と
標
詩
的
に
示
し

τも
よ
い
ぞ
あ
一
ろ
う

q

し
か
し
こ
の
雨
者
を
距
て
る
垣
根
も
次
第
に
除
去
さ
れ
つ
つ
あ
る
ロ

ζ

こ
数
年
闘
の
う
ち
に
、
い
ま
ま
ゼ
見
ら
れ
な
か
っ
た
合
計
約

方
法
が
次
々
に
考
案
さ
れ
、

と
く
に
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
質
際
に
使
用
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る

υ

例
え
ば
、

財
務
計
霊
♀
E
E
m
o同

E
E
ε
・
仲
結
的
強
算

(EmAMF-m
げ

E
m
E
)
・
現
金
そ
の
他
心
管
理

(
E
r
E白
E
Y
2
E
E
B一
切
)
・
資
本
支
出
頭
定

(
B
Z己
E
己

4
目

F

宣
言
問
)
・
費
用
縮
減
の
た
め
の
研
究
公
S
E
E
m
s
-骨
ω)
・
標
準
原
慣
に
よ
る
数
翠
測
定

(
5
5
5
2
E
L
O
R
S
D
4
F。
E
r
E

N

己
主

248恒
常
棚
卸
法
官
官
E
i
D
E
-
-
S
H
)
な
と
が
皐
げ
ら
れ
て
お
り
、
t
れ
ら
の
中
の
一
あ
る
も
の
は
、
経
消
皇
宮



側
の
創
案
に
か
か
わ
る
と
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る

ω
概
曾
費
用
に
つ
い
て
は
例
え
ば
訪
井
勝
之
助
「
G
町
百
三
EH門司
r
g
tド
づ
い
て
」
ハ
曾
計
、
昭
和
二
十
八
年
七
月
)
多
用
c

ω

H

F

口

oF
安
子
司
・
吋
目
白

ω
日
『

F

ロ
o
y
♂
吾
、
L
v
-
v
H
O
U
円

4
0

な
お
ド
ー
ル
は
こ
れ
ら
の
こ
唱
と
を
一
の
論
操
と
し
て
、
担
問
皐
を
展
望
的
、
骨
計
事
を
回
顧
的
唱
と
み
る

見
解
に
反
封
し
て
い
る
。

ー」
〆、

貨
幣
債
値
木
獲
の
仮
定

(EohkEP4
町。
E
Z
5
に
つ
い
て
は
す
で
に
説
明
し
た
が
、
こ
れ
に
封
立
す
る
新
し
い
椴
史
は
貨
幣
購
買
力

調
整
の
仮
定
(
官
官
V
Eロ
四
百
42同町
C
ω
E
E
d
ゼ
あ
る
む
こ
れ
は
貨
幣
の
購
買
力
の
時
型
化
(
物
但
蜂
動
)
に
隠
じ
て
合
計
記
帳
を
調
整
し
よ

う
と
す
る
臼
ゼ
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
大
別
し
て
こ
っ
白
方
法
が
場
え
ら
れ
る
ロ
第
一
は
、
車
陀
後
入
先
出
法

Q
a
Zロ
Em--ロ内田
JMRro』

己
H3)，
に
よ
る
棚
卸
資
産
評
慣
や
、
再
取
得
債
格
を
も
と
に
し
た
減
債
償
却
な
ど

K
よ
っ
て
目
的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
方
法
て
あ
担
、

第
一
一
は
す
べ
て
の
償
額
を
一
定
の
債
格
指
数
て
デ
フ
レ
|
}
し
て
一
ホ
ナ
+
刀
法
令
『
宮
司
花
田
E
t
E
E
E
E
5
E
E
Z
g
a
E音
色

P
E
E
P
E
吉岡
F
E品
望
書
。
て
あ
る
。
己
の
指
数
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
を
選
ぶ
の
が
委
蛍
ゼ
あ
る
か
に
つ
い
て
は
ま
だ
合
計
皐

者
白
聞
に
一
致
し
た
見
解
が
な
い
。
生
計
費
指
数
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
の
指
数
・
ヰ
ゐ
出
5
0
2
0町
ピ
『
白
血

E
耳
目
白
の
卸
費
物
慣
指
数
た

ど
が
迫
営
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
亡
い
る
程
度
て
あ
る
。
然
し
ウ
斥

l
パ

l
ト
ン
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
主
う
向
、
と
れ
ら
の
指
数
の
い

一
九
四
九
年

ず
れ
を
選
ぶ
か
に
よ
っ
て
か
な
り
大
き
い
相
違
が
現
れ
て
来
る

u

ウ
オ
ー
バ
ー
ト
ン
自
身
心
皐
げ
る
と
己
ろ
に
よ
れ
ば
、

末
の
物
債
と
一
九
五

O
年
末
の
物
慣
と
を
比
較
す
る
臼
陀
、
消
費
財
債
格
て
行
え
ば
六
%
の
よ
昇
、
卸
買
物
侵
ゼ
行
え
ば
一
六
必
の
上

官
計
聞
事
、
と
経
開
皐
ー
と
の
交
捗

停
七
+
=
一
容

。

第

M 

五



合
計
革
主
経
済
撃
と
の
吏
渉

第
七
十
一
一
巷

O 

算

規

ー』/、

昇
で
あ
る
。

一
九
五

O
年
の
平
均
を
一
九
四
九
年
の
平
均
と
比
較
す
れ
ば
、
消
費
財
債
格
て
一
%
、
卸
買
物
債
ど
四
%
の
上
昇
て
あ
る
。

し
た
が
っ
て
後
者
を
購
買
力
の
調
整
陀
選
ぶ
の
と
前
者
を
選
ぶ
の
と
で
は
極
め
て
大
古
い
相
濯
が
生
ま
れ
る
。

一
九
四
九
年
平
均
と
一

九
宣

O
年
平
均
と
の
場
合
に
つ
い
て
い
え
ば
四
倍
の
調
整
を
行
わ
ね
ば
在
b
た
い
ζ

と
に
な
る
@

債
格
時
世
動
に
躍
じ
て
曾
計
記
録
を
調
整
す
る
に
あ
た
っ
て
、
も
つ
ば
ら
後
入
先
出
法
中
再
取
得
債
格
に
よ
る
誠
債
償
却
法
の
ご
と
き

合
計
的
方
法
に
工
る
か
、
あ
る
い
は
何
ら
か
の
物
債
指
数
陀
よ
る
調
整
を
行
う
か
、
い
ず
れ
を
受
賞
と
見
る
か
に
つ
い
て
ま
だ
脅
計
撃

者
白
間
に
意
見
の
一
致
は
な
い
よ
う
て
あ
る
@
先
に
言
及
し
た
A
A
A
の
プ
ロ
ポ
ザ
ル
陀
h

d

h

て
も
い
ず
れ
の
方
法
主
採
る
べ
き
か
に

つ
い
て
決
定
的
な
提
案
を
行
っ
て
い
な
悼
し
、
叩
宮
身

C
B
G司
。
出
国
同
協
同
ロ
虫
凶

E
2
Eゅ
の
報
告
書
に
於
い
て
も
い
ず
れ
を
選
ぶ
か
に

つ
悼
て
は
争
わ
な
い
と
い
う
態
度
を
と
っ
て
い
か
。
た
だ
回
目
々
の
E
ロ
司
自
国
HE出
g
z
g
E
O
D報
告
書
が
、
物
侵
指
数
作
上
る

方
法
を
経
済
摩
者
は
主
張
す
る
で
あ
ろ
う
と
書
い
て
い
る
が
、
と
の
鮪
に
つ
い
て
は
一
言
説
明
を
加
え
て
お
か
ね
ば
た

b
な
い
。

た
し
か
に
在
来
の
合
計
皐
の
取
扱
い
方
に
は
物
債
水
準
の
費
勤
を
何
ら
か
の
指
数
て
デ
フ

ν
l
ト
す
る
と
い
う
よ
う
な
考
え
方
は
な

己
む
よ
う
な
考
え
方
が
経
済
翠
者
治
上
ぴ
統
計
串
4
4
の
取
扱
い
方
か
ら
合
計
事
者
が
墜
ん
だ
と
見
る
白
は
受
賞
な
こ
と
で
あ

る
a

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
経
済
問
申
者
は
所
得
・
資
本
・
投
資
た
ど
の
経
済
諸
量
を
問
題
に
す
る
と
き
、
し
ば
し
ば
何
ら
か
の
意

ミベノ戸一。

カ
で
ナ

味
ぞ
の
寅
質
量
を
問
題
に
す
る
こ
と
が
多
い
。
大
ぎ
つ
ば
に
い
っ
て
新
古
典
汲
む
経
消
筆
者
は
消
費
財
債
格
水
準
を
用
い
て
デ
フ

ν
l

ト
を
行
っ
た
し
、
ケ
イ
ン
ズ
は
コ
般
理
論
」

2
r
p語、

a
h
u
占
号
、
弐
同
議
、
苦
言
A
H巻
、
号
、
。
え
是
主
主

E
E
5
阿
部
品
)
に
ゐ
い

て
賃
銀
水
準
を
デ
7
ν
l
テ
ィ
ン
グ
・

7
7
ク
グ
ー
に
使
用
し
た
ロ
園
民
経
済
白
数
量
的
把
握
を
試
み
よ
う
と
す
る
場
合
に
も
債
格
嬰

動
を
一
不
す
指
数
に
よ
っ
て
統
計
数
値
陀
加
工
を
加
え
、
異
時
勲
聞
の
比
較
を
行
う
こ
と
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
た
。
己
り
よ
う
な
目
的
民

使
う
物
債
指
数
の
算
式
と
し
て
、
多
く
の
算
式
の
考
案
さ
れ
て
W
る
こ
と
も
ま
た
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
己
白
ょ
う
た
事
情
か
ら
、



出
口
己
可

C
Eロ
可
。
口
出
E
g
a
ω

】
ロ
の
。
目
。

経
済
患
者
が
物
慎
指
数
に
よ
っ
て
デ
フ

ν
l
ト
ず
る
ト
刀
法
主
主
長
す
る
傾
向
に
あ
る
の
は
自
然
白
と
と
と
い
え
よ
う

d

こ
り
意
味
て
は

に
参
加
し
た
諮
問
宇
す
む
う
ち
、
経
済
皐
者
が
こ
白
方
誌
士
と
く
に
主
張
し
た
と
し
て
も
そ
れ

は
決
し

τ怪
し
む
に
足
り
な
い
と
思
う
。

(4) (3) (2) (1) 

円ト
Q
ぷ
M
V
w
a
n

口
Z
R
A向
山
】
U

4

F

町
、
官
者
苫
崎
町
、
き
h
p
H
U
斗

P
P
6
7ロ。向。

凸

O
E習
E
冒

J

Q

P
岳
司
日

Z
司向。
D
U

町
、
宮
司
=
将
司
、
号
、

I
Z・回目∞ロむ

宮
田
・
団
内
E
J
N抑止・

-ug・

町
小
号
時
ミ
バ
円
。
迫
町
内
、
ヘ
句
、

M
M
4
F
町。
Q
R

ロO
向。

初

町

民

ωnY
〉
ロ
ロ
ロ
己
目
立
話
〕
可
。
同
日
g
a
p一
明
。
。
HMOBR
↓一
r
E
4
1
H
J百
】
1
3
E
O
B
L
Hロ色。一
M
Z
Z
Eず
-RmwhE3Rub語
、
主
員
、
一
『
PHMZMH4HCω

。

そ
れ
与
の
革
者
に
つ
い
て
は

9
2埼
玉
時
岳
2
Q
h
F

【

V
F
同
点
目

l
H
怠

(7) (6) (5) 

七

し
か
し
こ
の
2

Y
テ
グ
ス
ト
に
治
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
己
と
は
、
主
と
し
て
経
済
撃
者
の
側
か

b
主
張
さ
れ
る
債
格
愛
動
調
整

の
方
法
と
、
主
と
し
℃
舎
計
製
品
骨
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
て
い
る
債
格
闘
出
動
調
整
の
方
法
と
の
聞
に
、
調
整
を
は
か
り
相
互
の
聯
闘
を
明

か
に
し
よ
う
と
す
る
勤
き
が
現
れ

τ来
た
と
い
う
黙
で
あ
る
@
出

E々
の

E
4
8
E
S
S
F
3
5
に
沿
い

τも
ま
だ
統
一
あ
る

結
論
に
ま
で
到
達
し
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
の
工
う
た
方
向
へ
の
努
力
が
梯
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
逃
し
得
な
い
@
ア
メ
リ
カ
商
務
省

が
園
民
所
得
の
概
念
園
式
を
作
上
げ
、
そ
れ
の
統
計
的
推
計
を
行
う
に
あ
た
っ
て
ま
ず
直
面
し
た
の
も
こ
の
間
脳
て
あ
る

a

商
務
省
の

方
式
は
一
つ
白
試
み
と
し
て
、
か
た
り
多
〈
の
貼
を
明
か
に
し
が
a

特
に
後
入
先
出
法
・
先
入
先
出
法
・
低
債
主
義
主
社
曾
合
計
白
観

曾
計
且
T
L
ζ

紹
梼
轟
】
と
の
究
捗

第
七
十
三
容

<0 

策

協

七



令
計
周
宇
と
総
師
事
と
の
交
渉

第
市
十
三
省

亡〉

凹

第

抗

ノ下

貼
か
ら
整
泊
し
て
相
互
の
位
置
附
け
を
行
っ
た
知
は
、
己
む
問
題
を
解
決
す
る
方
向
へ
の
貴
重
な
努
力
と
し
て
高
く
評
債
し
得
る
で
あ

ろ
う
。

ω

3

5白
山

E
E
口一四百
z
g
E
A
G
E
E
-
0
3
F
E
E
F
2
2
E内

E
Z
E
a
F
0
5
-
E
E
E
H
S
Pい
C
8
v
h
争
、
友
会

J

さ
え
町
、

NrL判
長
、
同
司
会
ペ
円
号
、
語
、
』
室
内
言
句
、
円
ω一日
H
u

ロ

℃

】

日

凶

】

日

山

ω

特
に
そ
の
凹
E
E
E
4
岳

E
凹

O
K
E
4
E
E
H
S
E
E
S
邑
官
民

E
E内
と
の
取
扱
い
J
。
な
お
こ
の
貼
、
江
村
稔
「
企
業
利
益
1
ζ

そ
の
測
定
L

(
前
橋
)
二
六
三

O
頁
参
照
。

八

最
後
に
、
特
凍
に
劃
す
る
問
題
の
展
望
ょ
し
て
一
つ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
白
そ
れ
は
経
済
分
析
の
分
野
て
新
し
い
問
題
と

し
て
採
上
げ
ら
れ
て
来
た
ス
ト
ッ

F
E
7
ナ
H
シ
ス
由
設
遣
に
附
随
す
る
問
題
て
あ
る

u

周
知
の
ご
と
く
、
在
掠
の
経
桝
理
論
に
沿
い

亡
は
、
企
業
は
も
っ
ぱ

b
利
潤
を
極
大
に
す
る
よ
う
陀
行
動
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
た

ω

す
友
わ
ち
企
業
白
A
口
型
的
行
待

(
E
H
O
E
-
Z
I

E
号
。
は
、
所
興
の
市
場
僚
件
と
生
産
函
数
の
も
と
ど
、
見
込
み
利
潤
の
極
大
を
計
む
と
と
と
考
え
ら
れ
て
い
が
。
ク
ラ
イ
ン
を
中
心

と
す
る
ス

l

ッ
ク
・
7
ナ
日
シ
ス
に
お
い
て
は
、
利
潤
極
大
だ
の
が
公
業
者
心
狙
い
て
は
な
く
、
資
産
工
良
債
の
構
成
主
出
来
る
だ
け
よ

く
し
よ
う
と
努
力
と
す
る
い
う
釘
震
の
準
則
を
設
定
す
る

マ
ル
シ
ャ
ァ
ク
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
企
業
者
は

F
o
r
a
H
3
E
E
o
唱
。
寄

出
ロ
ハ
凶
]
。
昌
己
主
O
B
g同
と

p
o
ヴ

g
H
-
E
E【

Z
o
r
-
-
ι
R
o
m
E百
円
と
を
得
る
よ
う
に
努
力
す
る
と
考
え

b
れ
る
。

こ
の
う
ち

m
r
F
2

3
S
7
r
r乙
E
Z
島
由
同
士
得
る
と
い
う
問
題
は
、
ケ
イ
γ
ズ
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
流
動
性
選
好
の
理
論
の
一
般
化
て
あ
る

Q

こ
の

方
向
に
副
う
分
析
も
す
て
に
殻
表
さ
れ
て
い
る
が
、
モ
れ
が

g
b
に
彫
琢
を
加
え
ら
れ
た
な
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
流
動
比
率
・
酸
性



検
定
比
率
@
同
定
比
半
・
内
凡
資
比
率
な
ど
に
よ
る
在
来
り
粗
朴
J
m
己
貸
借
封
照
表
白
分
析
方
法
に
親
し
い
光
を
投

f-
る
可
能
性
を
充
介
に

持
っ
て
い
る
。

仰
と
こ
で
ス
ト
ッ
ク
・
ア
ナ
リ
シ
ス
と
い
う
の
は
グ
ラ
イ
ン
の
い
う
ス
ト
ッ
ク
・
ア
ナ
リ
シ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
フ
エ
ル
ナ
!
、
ゾ
マ
ー
の
い
う

ス
ト
ッ
ク
・
ア
ナ
リ
シ
ス
L
」
混
同
す
べ
き
で
な
い
。
な
お
ア
ェ
ル
ナ

r
、
ゾ
マ

1
、
ク
ラ
イ
ン
の
見
解
に
つ
い
て
は
同
町
、
言
語
、
守
R
A
H
E
-
-
u
g

仰
例
え
ば
戸
同
=
戸
。

F
E
E
S礼
企
室
町
民

LEU-

ω
例
え
ば

Hh

目
白
g
r
F
E
E
2
2号、
Nミ
g
q
N淀
川
骨
円
、
も
え
え
己
主
句
H
M
W
U
I
H
H
M
U
A
h

円
。
主
田
口
σ
E自
M

協同
o
p
冨
oロ3
四

Z
Z
J
Z。

F

一
戸
む
目
。
司
自
μ

日
日
可
『

川

何

回

Z
Z
υ
4
2
p
口ハ{ロ庄内可

E
向

ド

ZEHUE-
ロ
巳

E
Z
P
Z
F
p
t
t
q句
E
b
p夜
、
号
、
当
喜
一
可
決
H
C
白
「
同
省

-
g
m∞・

性
歌
閣
の
考
え
直
に
も
注
日
す
ご
?
、
の
が
合
ま
れ
て
い
る
。

に
お
け
る
流
動

〔
附
記
〕
本
稿
お
よ
び
別
稿
「
而
曾
営
計
」
(
京
洋
経
済
新
報
社
、
糧
問
事
事
典
、
近
刊
〕
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
穴
畠
助
教
授
江
村
稔
氏
に
文
献

そ
の
他
に
つ
い
て
御
面
倒
を
お
が
け

L
た
。
記
し
て
謝
煮
を
表
し
た
い
と
恩
う
。

合
計
官
学
ー
と
経
情
問
中
正
の
安
時

第
七
十
三
巻

一O
五

主持

続

九




